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結核 60歳代 病原体等の検出
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定点当たり報告数　第51週のコメント
＜RSウイルス感染症＞前週より減少し0.89となった。過去10年の同時期と比べると多い。
＜感染性胃腸炎＞前週より増加し15.56となった。過去10年の同時期と比べると多い。
＜インフルエンザ＞前週より更に増加し20.21となった。流行発生注意報基準値を上回ったままで、過去10年の同時期と
比べると多い。
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千葉市感染症発生動向調査情報　

１　定点報告対象疾患（五類感染症）
2014年 第51週 (12/15-12/21) の発生は？

下段：定点当たりの患者数
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上段：患者数

「定点当たりの患者数」とは
報告患者数/報告定点数。
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診断（検査）方法

・結核6件(250）、腸管出血性大腸菌感染症1件（20）の報告があった。
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＜インフルエンザ＞

■　トピック　■

　2014年の全国レベルの第50週現在は過去7年の同時期と比べると2009年のパンデミックを除いて最多となっています。
都道府県別では、埼玉県、岩手県、北海道の順に多く報告されています。千葉県は、全国レベルより多くなっています。千
葉市の第51週現在は前週より更に増加し20.21となり、流行発生注意報基準値（10.0/定点）を上回ったままとなっており、
過去10年の同時期と比べると平均＋2SDを大きく上回り、大変多い状況となっています。区別の発生状況では、若葉区
（29.3/定点）で最多で、同区の10歳代前半で最も多く、1年代当たりでは6歳及び7歳で最も多く報告されました。今シーズ
ンである2014年第36週から第50週現在の累積報告数（n=1458）によると、性別では男性が50.3％（734名）、女性が49.7％
（724名）で、年齢階級別の1年代当たりでは7歳（9.6％：140名）、8歳（9.4％：137名）、9歳（7.8％：114名）の順に多くなって
おり、全体に占める20歳未満の割合は87.0％（1269名）、10歳未満の割合は53.8％（784名）となっています。

　2014年の全国レベルの第50週現在は、過去7年の同時期と比べて少なめとなっています。都道府県別では、大分県、鹿
児島県、宮崎県の順に多く報告されています。千葉県は、全国レベルよりやや多めとなっています。千葉市の第51週現在
は前週より増加し15.56となり、過去10年の同時期と比べると多くなっています。区別の発生状況では、若葉区（26.5/定
点）で流行発生警報基準値（20.0/定点）を上回り最多で、同区の3歳で最も多く報告されました。今シーズンである2014年
第36週から2014年第51週現在の累積報告数（n=1808）によると、性別では男性が53.8％（975名）、女性が46.1％（833名）
で、年齢階級別では1歳（16.6％：301名）、3歳（12.0％：217名）、2歳（10.7％：194名）の順に多くなっています。

＜感染性胃腸炎＞



＜RSウイルス感染症＞
　2014年の全国レベルは、第46週から連続して過去7年の同時期と比べ最多となっており、第50週現在も同様で上昇を続
けています。都道府県別では、徳島県、福島県、宮城県の順に多く報告されています。千葉県は、全国レベルより少なめ
となっています。千葉市の第51週現在は前週より減少し0.89となりましたが、過去10年の同時期と比べると依然として多
い状況となっています。区別の発生状況では、緑区（1.75/定点）で最多で、同区の6か月未満で最も多く報告されました。
今シーズンである2014年第36週から2014年第51週現在の累積報告数（n=140）によると、性別では男性が58.6％（82名）、
女性が41.4％（58名）で、年齢階級別では1歳（37.1％：52名）、6か月～11か月（22.1％：31名）、0～5か月（20.0％：28名）の
順に多くなっています。


